一般社団法岩見沢歯科医師会定款施行規則
(承認基準)

第1条 　　一般社団法人岩見沢歯科医師会(以下「本会」という。)は、北海道歯科医師会の定款と抵触しない定款で設立された岩見沢市、三笠市、夕張市、栗山町、由仁町、長沼町、南幌町及び月形町を区域とする歯科医師会であって、本会の会員は、同時に日本歯科医師会および北海道歯科医師会の会員でなければならない。
（法人の構成員）
第2条 　　本会の構成員は次に掲げる者で構成する
（1） 第1種会員
一般社団法人岩見沢歯科医師会管内において就業し、開業者、又は分院長・部課医長等の責任ある立場の歯科医師
（2） 第2種会員
一般社団法人岩見沢歯科医師会管内において就業する第1種会員以外の歯科医師、第２種会員は、次の二つに種別し、入会金及び会費は別表に定める

1． 勤務会員　正会員のところに勤務する者

2． 家族会員　正会員のところに勤務する配偶者及び子女
（3） 終身会員
通算３０年以上この法人の会員で、満70歳を超え、定款第9条第1項に掲げる各号に該当しなかった者のうち、理事会において承認された者
(入会申込書の記載事項) 

第３条 　　入会申込書には、会員の生年月日、住所、就業所、歯科医師免許の年月日及び番号を記載し、それぞれ署名押印しなければならない。
(住所と就業所を異にする場合等)

第４条　　　会員の入会手続きにおいて、住所と就業所とが郡市区または都道府県を異にする場合は、就業所のある郡市区歯科医師会の会員として手続きをするものとする。
(入会）
第５条　　　本会に入会を承認された者は、承認された日より1ヶ月以内に別表に定める入会金及び会費を納入しなければならない。　
(記載事項変更の届出)

第６条 　　会員は第3条の記載事項に変更を生じたときは、30日以内に本会を通じ、北海道歯科医師会に届出なければならない。
(会費、負担金の徴収)

第７条　 　会費は、毎年度の定時総会の日までに全額一時に納入するものとする。
　　なお、会費の納入方法は以下の何れかとする。
（１）定時総会の日までに振込む。その入金の確認は事務局が行う。
（２）ただし、定時総会の日までに納入できないときは、定時総会の日までに書面にてその理由と納入計画書を提出しなければならない。
(入会の時期による会費の減額)

第８条 　 会計年度の4月1日から9月30日までに入会した会員の会費は、その年度の全額とし、10月1日以後入会した会員の会費は、その年度の年額2分の1額とする。ただし、入会金及び負担金については、この限りではない。
第９条　　終身会員の始期は、満70歳になった年度の翌年度とする。
2　終身会員は、本会所定の会費を免除する。
第１０条　　役員は、総会の決議によって選任及び解任する。
　　　　　　本会の理事のうち、理事のいずれかの１人及びその親族その他の特殊な関
係がある者の合計数が、3分の1を超えて含まれることになってはならない。
2　　本会の監事には、本会の理事(親族その他特殊の関係にある者を含む。)及び本会の職員が含まれてはならない。また、各監事は、相互に親族その他特殊の関係があってはならない。
(役員の職務及び権限)　
第１１条　　会長は、本会を代表し、会務を総理する。　　　　　　　　　　　　　
2　　　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、法人の代表を伴わない業務執行のみを代行する。
3　　　専務理事は、会長の旨を受けて会務を掌理し、会長、副会長共に事故あるとき又は会長、副会長共に欠けたときは、法人の代表を伴わない業務執行のみを代行する。
4　　　理事は、理事会を構成し、会長の旨を受けて会務を分掌し、専務理事を補佐し、専務理事に事故あるとき又専務理事が欠けたときは、予め理事会において定めた順序に従い、専務理事の職務を代行する。
5  　会長が欠けた場合には、理事会で速やかに新たな会長を選定し、理事等は辞任せずに残任期を全うすることとする。　
6　　　会長が欠けた場合、新たな会長を理事会で選定する際には、新たな会長の選定議案に理事全員が同意すれば理事会開催も、理事会の招集手続きも不要となる。
(監事の職務及び権限)
第１２条　　監事は、次に掲げる職務を行う。
（１）　会計を監査すること。
（２）　理事の業務執行状況を監査すること。
（３）　理事会に出席して質問や意見を述べることができる。ただし、表決に加わ
ることはできない。
（４）　会計及び業務の執行について、理事会に報告すること。
（５）　前号の報告をするため必要があるとき、理事会の招集を請求することがで
き、会長は、当該請求の日から30日以内に理事会を招集しなければならな
い。
(役員の任期）
第１３条　　　理事及び監事の任期は、選任された年の定時総会終結の時に始まるも
のとする。
(理事会)
第１４条　　　理事会は、定款で定めるもののほか、次の事項を決議する。
（1）　総会に付議すべき事項
（2）　総会で決議した事項の執行に関する事項
（3）　顧問の設置に関する事項
（4）　その他総会の決議を要しない会務執行に関する事項
2　　理事会は、理事の過半数の出席がなければ開会することはできない。
3　　やむを得ない理由のため理事会に出席できない理事は、あらかじめ通知された事項について書面をもって表決し、又は他の理事を代理人として表決を委任することができる。この場合において、その理事は、第2項の規定の適用について出席したものとみなす。　
4　　理事会を招集するときは、会議の日時、場所及び審議事項を記載した書面をもって、少なくとも７日前までに通知しなければならない。
5　　理事現在数の2分の1以上から会議の目的を記載した書面をもって招集の請求があったとき、会長は、当該請求の日から３０日以内に理事会を招集しなければならない。　　　　　
(事業計画及び収支予算）
第 １５条　　会長は、理事会で決議した事業計画及び収支予算書について総会で報
告しなければならない。

（代議員及び予備代議員）
第 １６条　　北海道歯科医師会代議員及び北海道歯科医師会予備代議員は、総会
の議決によって選任する。

　　　2　　　補欠として選任された北海道歯科医師会代議員及び北海道歯科医師会予備代議員の任期は、前任者の任期の満了する時までとする。

　　　3　　　北海道歯科医師会代議員又は北海道歯科医師会予備代議員は、任期満了又は任期により退任した後も、新たに選任された者が就任するまで、なお北海道歯科医師会代議員又は北海道歯科医師会予備代議員としての権利義務を有する。

　　　4　　　北海道歯科医師会代議員に事故あるとき又は北海道歯科医師会代議員が欠けたときは、北海道歯科医師会予備代議員がその職務を代行する。

(選挙管理委員会)
第 １７条　　本会に選挙管理委員会を置く。
2　　選挙管理委員会は選挙管理委員をもって構成する。
3　　選挙管理委員会の構成、任務、その他必要な事項は一般社団法人岩見沢歯科医師会選挙規則で定める。
 (暫定予算）
第１８条　　　定款第38条第１項の規定にかかわらず、やむを得ない理由により予算成立しないときは、会長は、予算成立の日まで前年度の予算に準じ収入支出することができる。
(備付け帳簿及び書類）
第１９条　　　事務局には、次に掲げる帳簿及び書類を備えておかなければならない。
（1） 定款及び諸規則
（2） 会員名簿及び会員の異動に関する書類
（3） 許可、認可等及び登記に関する書類
（4） その他必要な帳簿及び書類
附   則
1 この定款施行規則は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第１２１条第１項において読み替えて準用する同法第１０６条第１項に定める一般法人の設立の登記の日から施行する。
別　表
	入　会　金
	第1種会　員
	1,000,000円

	
	第２種会員
	150,000円

	会　　費
	第1種会員
	90,000円

	
	第２種会員
	　勤務会員45,000円
家族会員40,000円

	
	　　　　終身会員
	円


　　　　　　　　　　　　　　　

旧定款第8条より








日歯改正定款骨子より





法令で定められたものは他にもあるとのこと。すべてを記載しておくべきか?





追加





日歯改正定款骨子より


定款第21条には役員の選任を記載しているが?





この文言を入れることにより、序列を決めることにならない





旧定款第16条





日歯改正定款の骨子より





モデル定款より





なくてもよいとのこと





日歯改正定款の骨子では、顧問を定款から削除。豊島区では、定款に記載。顧問の名誉を立てる意味で本会も定款記載が望ましいのでは？また、顧問、相談役は区別して記載することが必要！





定款施行規則19条とかぶる?





監事は総会招集できない(旧定款第17条参照)





選挙規則第23条第3項参照








